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The purpose of this study was to investigate the effectiveness of the Rhythm Dance unit regarding 
to “the skill” and using in the work for 4th grade school children. The unit included “dancing with 
the whole body to a jaunty rhythm” and “dancing together with other children”.  
 As method of study, the experimental classes were conducted over 5 hours, one-hour PE sessions 
in one school (38 children in 4th grade). We made criteria and a classification referring to preceding 
studies to analyze the children’s movements, and we investigated the effectiveness of the unit.  
This study resulted in three main findings. 
1) At the end of unit most children were able to dance with the whole body to a jaunty rhythm.  
2) As the unit becomes late, children used a lot of movement that they learned to work. 
3) The unit of this study was effective in learning "skill" and using in the work. 
  










































































































本研究の授業実践は，2018 年 2 月 5 日から 2
月 14 日にかけて，表現運動領域のリズムダンス
を全 5 時間で実施した。対象は，埼玉県 A 小学校




名と，女子児童 3 名を除いた計 31 名を分析対象
とした。グループ編成に関しては，4 人から 6 人
で 8 組作り，2 グループを兄弟グループとし，兄

























































践した単元計画は表 1 の通りである。 
 
3.3 授業で行った教材及び教材の工夫した点 




















表 1 授業の単元計画 ＊筆者作成 





















5 分 ・挨拶・健康観察 
10 分 「USA ウォームアップ」 
15 分 「足ジャンケンダンス」 「カモンベイ
ビーダンシン
グ」（発表会） 
20 分 「リズムカルタ」 
30 分 「カモンベイビーダンシング」（創作活動，交流会を含む） 
45 分 ・学習カードの記入・整理運動・まとめ・挨拶 
 
 
表 2 作成したカモンベイビーダンシングの内容 ＊筆者作成 
  曲の構成 分数 カウント 内容 
はじめ 前奏 0‘00～0’18 8×4（32 カウント） 定型ステップ（ジャンプ手拍子，ぐるぐ
るタッチ） 
なか A メロ 0‘19～0’32 8×4（32 カウント） 定型ステップ（USA ダンス+足の下タッ
チ，手拍子） 
B メロ 0‘33～0’45 8×4（32 カウント） 各グループの創作 
サビ 0‘46～0’59 8×4（32 カウント） 定型ステップ（いいね！ダンス） 





































表 3 に示した通りである。 





















































デジタル HD カメラ（SONY 社製 HDR-CX675）
を使用し，毎秒 60 コマ，シャッタースピードは１
／250 秒で撮影を行った。撮影方法は，体育館フ
ロア 4 つ角と 4 つの辺上，ステージ上から 1 台の
計 9 台のビデオカメラで撮影し，児童の動きを観
察する際に死角がないように設置した。設置の仕






























































































 なお，各評価について「A 評価（3 点）」，「B 評





表 4 「軽快なリズムに乗って全身で踊る」の評価基準 ＊筆者作成 


























































































表 5 作品への活用 ＊筆者作成 


















































に 3 つ設定した。3 つ目に，「USA ウォームアッ
プ」のみ，「カモンベイビーダンシング」でも行う
「定型ステップ」と「USA ウォームアップ」のみ


































効果量８ )を算出した。統計処理ソフトは IBM 
















 1 時間目と 5 時間目における全児童の「技能」
の習得をみるために，同時間における全児童の「軽
快なリズムに乗って全身で踊る」の評価の平均は，
表 6 のようになった。得点をみると，1 時間目の
1.97 点から 5 時間目の 2.48 点へと，有意に向上






合は，1 時間目は 25.8％であったが，5 時間目に
は 51.6%となった。B 評価であった児童の割合は，
1 時間目は 45.2%であったが，5 時間目も 45.2%
となった。C 評価であった児童の割合は，1 時間
目は 29.0％であったが，5 時間目には 3.2%とな
った。 


























































において 1 時間目から 5 時間目の結果を見てみる
と，1 時間目の 112 セットから 5 時間目には 58
セットへと減少した。「USA ウォームアップ（そ
の他）」９）については，1 時間目の 6 セットから 5
時間目には 20 セットへと増加した。「足ジャンケ
表 6 1 時間目と 5 時間目における「軽快なリズムに乗って全身で踊る」の変化 ＊筆者作成 
人数 1 時間目（点） 5 時間目（点） t 値 
M (SD) M (SD)  
n=31 1.97 (0.752) 2.48 (0.570) -5.043*** 
 M：平均，SD：標準偏差，*** : p < .001 
 
表 7 「軽快なリズムに乗って全身で踊る」についての割合の変化（n = 31） ＊筆者作成 
  1 時間目  2 時間目 3 時間目 4 時間目  5 時間目 
  人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 
A 評価 8 人 25.8% 11 人 35.5% 7 人 22.6% 9 人 29.0% 16 人 51.6% 
B 評価 14 人 45.2% 15 人 48.4% 15 人 48.4% 15 人 48.4% 14 人 45.2% 







ンダンス」については，1 時間目から 5 時間目ま
で活用されていなかった。「リズムカルタ」につい
ては，1 時間目の 22 セットから 5 時間目には 60
セットへと増加した。「オリジナルな動き」につい
ては，1 時間目の 0 セットから 5 時間目には 10 セ
ットへと増加した。とくに「オリジナルな動き」
は，2 時間目以降，徐々に増加していった。「その
他（移動・準備）」については，1 時間目の 0 セッ
トから 5 時間目には 3 セットへと増加した。 






























































表 8 「作品への活用」の変容 ＊筆者作成 
  1 時間目 2 時間目 3 時間目 4 時間目 5 時間目 
①USA ウォームアップ（定型） 112 112 63 56 58 
②USA ウォームアップ（その他） 6 4 11 16 20 
③リズムカルタ 22 28 54 61 60 
④足ジャンケンダンス 0 0 0 0 0 
⑤オリジナルな動き 4 6 10 10 10 



































目の 2.65 から 5 時間目の 2.90 に向上しており，
単元を通して高い水準を保っている。このことか
ら今回の実践について，児童の授業評価は高かっ
たといえる。成果に関しては，1 時間目の 2.45 か
ら 5 時間目の 2.85 に向上しており，意欲・関心に
関しては，1 時間目の 2.88 から 5 時間目の 2.89
に向上しており，学び方に関しては，1 時間目の
2.64 から 5 時間目の 2.86 に向上しており，協力


























































































図 2 形成的授業評価 
１時間目 ２時間目 ３時間目 ４時間目 ５時間目
成果 2.45 2.64 2.59 2.70 2.85
意欲・関心 2.88 2.88 2.81 2.86 2.89
学び方 2.64 2.79 2.74 2.83 2.86
協力 2.72 2.81 2.72 2.86 2.90







































‟Cohen’s d ”（小：0.20 ≦ d ＜ 0.50，中：0.50 




























がらできるダンス授業 : ICT を活用した現代的
なリズムのダンス （ダンスの力をすべての人














































て : 音楽のリズムを感じて自由に踊ろう (ダ
ンスの力をすべての人へ保存版!ダンス指導ハ
ンドブック（6）ダンス指導実践集 : すぐに役















に役立つコツとポイント) -- (中学校・高等学校 
ダンス指導実践集)」『女子体育』日本女子体育



























































資料 1 「USA ウォームアップ」の内容 
曲 動き 
前奏  手は腰にしてポーズ 
  その場で大きくジャンプ 
  ジャンプしながら手拍子 
A メロ クロスクロスマッチョ 
  リズムに乗って屈伸 
  クロスクロスマッチョ 
  膝まわし⇒逆回し 
  クロスクロスマッチョ 
  アキレス腱 
  クロスクロスマッチョ 
  アキレス腱 
B メロ 小さいぐるぐる 手をまわす 
  斜め上をふきふき 
サビ イイね！ダンス 
  腕を開いてかかとをタッチ 
  イイね！ダンス 
  なみなみぐるぐるパン 
間奏 ジャンプしながら手拍子 
A メロ クロスクロスマッチョ 
  ダウンのリズム（両足ひらいて） 
  クロスクロスマッチョ 
  チョキでダウンのリズム 
B メロ 小さいぐるぐる 手をまわす 
  斜め上をふきふき 
サビ イイね！ダンス 
  腕をひらいてかかとタッチ 
  小さいぐるぐる 手をまわす 
  斜め上をふきふき 
  イイね！ダンス 
  なみなみぐるぐるパン 
間奏 グループで円になって手をつな
ぐ。 
  その場で大きくジャンプ 
  カニ歩きで高速回転 
  チューチュートレイン 
  高速チューチュートレイン 
  体育館全体に広がる 
サビ イイね！ダンス 
  腕を開いてかかとタッチ 
  イイね！ダンス 
  なみなみぐるぐるパン 







































資料 2 ビデオカメラの設置位置 
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